
コ
ウ

コ
ウ
セ
イ
公
聾
本
願
寺
蓮
如
の
曾
孫
。
謹
如
・

九
男
鎌
照
・
教
縞
・
=
一
男
公
需
と
織
く
。
石
川
郡
小
原

村
奨
師
寺
公
惑
の
門
下
と
な
り
、
天
正
八
年
四
周
二

十
六
日
二
十
六
践
で
寂
し
た
。

コ
ウ
セ
イ
タ
光
容
寺
金
滞
九
人
橋
下
逝
に
在

っ
て
、
一
向
宗
東
波
に
鹿
す
る
。
初
め
石
川
郡
大
桑

村
に
、
次
い
て
金
棒
材
木
町
に
在
。
、
明
治
サ
二
年

今
の
地
に
移
っ
た
。

コ
ウ
セ
イ
ジ
光
輩
守
鳳
至
郡
波
鵡
に
在
っ
て
、

鍵
宗
東
涯
に
因
す
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
光
容
寺
と

い
ふ
一
向
宗
あ
り
。
謹
如
の
質
物
あ
り
。
毎
年
三
局

廿
五
日
に
ひ
ろ
め
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

コ
ウ
セ
イ
タ
鹿
誓
寺
金
禄
下
申
島
町
に
在
っ

て
、
本
源
山
と
践
し
、
曹
洞
宗
に
臨
す
る
。
貞
享
二

一
る
が
、
金
揮
で
は
庚
申
の
夜
だ
か
ら
と
い
ふ
の
で
、

喰
何
と
な
く
夜
半
頃
ま
で
疲
に
就
か
ず
、
そ
れ
を
庚

申
待
と
い
う
て
ゐ
た
。

コ
ウ
セ
イ
恒
盛
白
山
本
宮
の
祉
備
。
今
白
山

随
時
前
祉
に
元
弘
三
年
突
百
五
用
品
u
一
日
附
恒
盛
・

国
民
蝶
ご
人
連
磐
の
起
請
文
が
あ
っ
て
、
『
白
山
正
周
十

一
日
御
跡
事
新
田
七
段
、
十
五
年
分
の
腕
嘗
を
、
来

納
に
め
さ
れ
候
し
に
よ
て
、
此
関
本
語
文
を
あ
づ
か

り
ま
い
ら
せ
候
を
、
今
年
天
下
の
ほ
う
/
¥
に
、
ひ

き
号
し
な
い
で
候
あ
い
だ
、
か
ゑ
し
ま
い
ら
せ
ず
候
。

若
た
づ
ね
い
だ
し
候
は
ど
、
交
替
を
見
候
て
、
け
L

を
巾
候
て
、
か
ゑ
し
ま
い
ら
す
べ
〈
候
。
云
々
』
と

記
さ
れ
て
ゐ
る
。
『
ほ
ろ
/
¥
』
は
楚
々
で
、
騒
鼠
の

意
な
る
べ
く
、
今
年
間
二
用
後
醍
醐
天
皇
は
隠
岐
を

出
で
さ
せ
給
ひ
、
四
用
足
利
隼
氏
は
顕
照
し
て
、
翌

且
京
都
を
快
復
し
、
開
局
新
国
義
貞
も
亦
鎌
倉
を
陥

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
号
し
た
徐
被
が
、
夙
く
僻

遠
の
こ
の
附
涯
に
も
及
ん
で
ゐ
た
こ
と
L
考
へ
ら
れ

る。

ヨ
ウ
セ
ン
高
泉
明
備
で
、
名
は
激
、
銭
都
道

人
と
蹴
し
、
隠
元
の
法
前
別
で
あ
っ
た
。
寛
文
十
二
年

月
披
の
院
に
退
院
し
て
無
住
と
な
っ
た
金
持
の
献
珠

寺
に
来
り
、
腐
る
こ
と
年
像
。
延
貸
元
年
隠
元
の
寂

に
入
る
や
、
一
旦
僻
し
て
宇
治
に
跨
っ
た
が
、
元
隊

二
年
再
び
献
珠
寺
に
来
た
。
こ
の
時
夫
徳
院
に
前
田

氏
の
組
胸
・
仰
殿
等
殴
築
の
事
が
あ
り
、
そ
の
指
法

を
高
泉
に
命
ぜ
ら
れ
、
七
年
務
成
し
て
三
用
西
節
し

た
。
其
の
金
城
に
在
る
こ
と
前
後
八
年
。
詩
偏
銘
賛

及
び
密
接
の
此
の
地
に
存
す
る
も
の
多
か
っ
た
所
以

で
あ
る
。
高
泉
亦
我
が
邦
の
茶
事
に
逝
じ
て
ゐ
た
か

ら
、
そ
の
欝
穣
は
特
に
抹
茶
家
に
愛
重
せ
ら
れ
る
。

蓋
し
明
人
の
金
禄
に
来
寓
す
る
も
の
、
王
伯
子
と
併

せ
て
前
後
二
人
あ
る
の
み
で
あ
る
。

ヨ
ウ
セ
ン
タ
鹿
導
寺
鳳
安
部
熊
野
に
在
っ
て
、

奨
宗
東
涯
に
屈
す
る
。

コ
ウ
セ
ン
タ
光
事
寺
金
稼
野
町
に
在
っ
て
、

提
宗
東
波
に
臨
し
、
世
に
末
の
光
世
帯
寺
と
稽
せ
ら
れ

る
。
貞
享
二
年
の
聾
上
に
、
文
明
中
信
隆
縁
石
川
郡

宋
村
仁
創
虫
、
元
和
中
泉
野
に
寺
地
-P・
受
け
、
後
下

近
江
町
に
鴎
じ
、
高
治
四
年
四
月
今
の
地
そ
拝
領
し

年
の
由
来
替
に
、
鹿
安
元
年
八
坂
雲
飽
寺
十
代
自
翁

を
閉
山
と
し
、
二
代
露
英
の
建
京
に
係
。
、
閉
幕
摺

那
は
不
破
彦
三
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
詰
寺
の
地
磁

隼
は
丈
四
五
種
の
木
像
で
あ
る
が
、
銀
火
の
守
秘
と

し
て
鰻
験
が
あ
る
と
い
は
れ
る
。

コ
ウ
セ
イ
ジ
高
清
寺
鳳
烹
郡
西
大
野
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
圏
す
る
。
保
延
元
年
徳
際
法
印
の
開

基
と
偲
へ
る
。
笛
寺
の
境
外
商
巣
山
の
頂
上
に
近

〈
、
木
造
薬
師
如
来
座
像
締
高
七
五
纏
が
安
笹
さ
れ

て
ゐ
て
、
室
町
時
代
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。
熊
稜
十

二
襲
闘
中
の
高
洲
薬
師
と
い
ふ
も
の
は
こ
れ
で
あ

る。

た
と
あ
る
。

コ
ウ
セ
ン
タ
光
事
寺
金
棒
荒
町
に
在
っ
て
、

興
宗
東
波
に
圏
し
、
木
越
山
と
践
し
、
俗
に
米
出
光

事
寺
と
縛
す
る
。
高
治
の
由
来
欝
に
、
文
箱
二
年
寄

来
と
い
ふ
者
期
羽
咋
郡
小
川
村
に
建
武
、
後
河
北
郡
木

越
村
-
m
羽
咋
郡
米
出
村
に
移
り
、
鹿
安
三
年
給
寧
の

時
今
の
荒
町
に
鱒
じ
た
と
あ
り
、
初
め
諭
隼
の
隠
居

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
セ
ン
タ
光
事
寺
河
北
部
高
松
に
在
っ
て

民
宗
東
振
に
臨
す
る
。
初
め
岡
部
法
光
寺
村
に
天
台

宗
法
光
寺
が
あ
っ
た
が
、
謡
如
に
蹄
依
し
て
商
照
坊

と
い
ひ
、
二
代
将
専
の
時
期
初
咋
都
小
川
村
に
移
り
、

三
代
詩
莱
の
時
文
範
二
年
光
事
寺
と
癖
し
、
文
様
中

河
北
部
木
越
村
に
、
陵
長
中
期
羽
咋
郡
米
出
村
に
、
費

時
十
二
年
河
北
郡
高
松
村
に
移
っ
た
。
故
に
法
光
寺

一
村
続
く
光
事
寺
の
門
徒
で
あ
る
。
寺
厳
に
畠
山
義

綱
の
利
害
及
び
家
老
三
宅
・
祖
弁
漣
砦
の
醤
が
あ
る
。

コ
ウ
セ
ン
タ
光
掴
寺
河
北
郡
切
山
に
在
っ
て
、

民
宗
東
誠
に
因
す
る
。
明
治
十
三
年
十
二
周
草
創
の

許
可
を
得
た
。

ヨ
ウ
ゼ
ン
タ
光
善
寺
金
滞
凹
丸
町
に
在
っ
て
、

一
向
宗
東
源
に
屈
す
る
。

ヨ
ウ
ゼ
ン
ジ
光
善
寺
鹿
島
郡
飯
川
に
在
っ
て
、

提
言
宗
に
廊
す
る
。
天

E
五
年
宥
照
の
再
興
で
あ
る

と
い
よ
。

コ
ウ
ゼ
ン
ジ
奥
善
寺
能
美
郡
小
訟
に
在
っ
て
、

提
宗
西
涯
に
題
す
る
。
初
め
同
郡
大
島
村
に
ゐ
た
こ

と
も
あ
る
。

コ
ウ
ゼ
ン
ジ
奥
寵
寺
本
朝
高
僧
停
の
停
鍛
寺

閉
山
溜
良
偲
に
、
『
建
=
強
制
-
田
昌
瑞
邸
山
俸
憶
寺
吋

締
v
良
鑓
=
閉
山
始
祖
二
宮
々
。
隣
民
櫛
=
賀
光
山
奥
鵡

寺
吋
延
v
良
健
二
代
刊
』
と
あ
る
。
河
北
郡
夕
日
寺
村

に
あ
っ
た
と
い
ふ
夕
日
寺
は
今
不
明
で
あ
る
が
、
こ

-・圃・

-圃-

ヨ
ウ
ソ
ウ
ジ
光
宗
寺

m
羽
咋
郡
稿
水
に
在
っ
て
、

鋸
宗
商
振
に
回
す
る
。
も
と
同
郡
肉
搬
に
在
っ
た

が
、
延
享
三
年
今
の
地
に
移
縛
し
た
と
い
ふ
。

ヨ
ウ
ソ
ウ
ジ
光
宗
寺
鳳
豆
郡
比
良
に
在
っ
て
、

興
宗
東
振
に
毘
す
る
。

コ
ウ
ソ
ン
鍋
存
河
北
部
停
僚
寺
二
代
の
情
。

天
文
十
四
年
九
周
十
二
日
回
蓮
備
限
趨
師
と
話
せ
ら

れ
た
ロ
宣
案
が
あ
る
。

ゴ
ウ
ソ
ン
タ
カ
ツ
タ
チ
ョ
ウ
郷
材
高
位
帳
一

に
郷
幌
と
も
、
餓
名
付
根
と
も
い
ひ
、
領
内
の
各
村

名
と
、
そ
の
田
高
と
を
担
載
し
た
も
の
で
、
幕
府
の

命
に
よ
り
臨
時
に
提
出
せ
ら
れ
た
。
そ
の
製
作
は
改

作
奉
行
二
人
主
管
L
、
御
算
用
場
内
に
別
役
所
を
立

の
興
調
寺
で
あ
る
ま
い
か
と
い
は
れ
る
。

コ
ウ
ゼ
ン
タ
奥
霞
寺
鳳
至
郡
門
前
な
る
野
抑
制

宗
総
持
寺
の
関
外
に
あ
る
。
も
と
塔
頭
普
臓
院
の
腕

毘
で
あ
っ
た
。
寛
正
三
年
逝
崎
の
開
基
。

コ
ウ
セ
ン
タ
ア
ゲ
チ
マ
チ
光
事
寺
よ
地
町
金

揮
の
醤
町
名
。
野
町
光
専
寺
の
醤
寺
地
で
、
十
ご
加

御
定
書
に
載
せ
た
元
禄
九
年
の
家
故
調
書
に
、
下
涯

江
町
の
次
に
光
事
寺
上
地
町
を
載
せ
て
あ
る
0
・
同
事

昌
披
問
答
に
は
近
江
町
三
番
町
の
次
に
光
事
寺
上
地

町
と
あ
る
。

コ
ウ
セ
ン
タ
ヤ
マ
光
尊
寺
山
羽
咋
郡
柳
川
に

あ
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
柳

m村
に
光
事
.
寺
山
と
て

古
寺
の
跡
あ
り
。
硯
脅
堂
あ
り
。
本
隼
迩
鹿
の
作
な

り
。
笛
闘
十
七
番
服
組
の
札
所
な
り
。
』
と
砲
す
る
。

コ
ウ
ソ
ウ
ジ
興
宗
寺
江
沼
部
用
・
俸
に
あ
っ
て
、

鍵
宗
東
漉
に
屈
す
る
。
初
め
越
前
長
畝
郷
包
馬
に
あ

り
、
次
に
江
沼
郡
八
回
郷
牛
J
搾
に
あ
っ
た
と
い
ふ

の
で
、
牛
鼻
山
包
馬
興
宗
寺
と
も
い
ふ
。
明
治
十
一

年
車
潟
北
陸
巡
幸
の
際
、
宮
寺
を
御
小
休
所
に
常
て

給
号
た
。

九
五


